
福井の文化をきり拓く Fukui Aけcubure Forum

ふつか～と

2013.3

Vol.40

FFUKKart (ふっか～と)」は福井市文化会館を拠点に活動するNPO法人福井芸術.文化フォーラム発行の文化誌です。
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福井市文化会館(ホール)

この事業は市民団体「子どもいきいきプロシェクト」とバー

トナーシップを組んで実施しました。プロジェクト代表の今村

充美さんに話を聞きました。

�まず、「子どもいきいきプロジェクト」とは？

「ふくし、子ども劇場」で親子でいろんな活動を楽しんだメ

ンバーが、その経験をもとに、みんなで遊ぶ楽しさを伝えた

いという思いで2007年に設立した任意団体です。子どもの

豊かで健全な育成を目的に、「ほんもの」にこだわりながら、

子どもとさまざまな分野の芸術家がじっくり出会う「ワーク

ショップ」や、素晴らしい音楽や劇に出会う「鑑賞」などの企画-

運営をしています。
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応擦隊「プーサ」募集

「この公演に『いいねU」の人
を募集しました。登錄した方には、
プーサ証とキーホルダーをプレゼ
ント。メールマカジンで事前イ'
ントなどのお知らせをしました。
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�今回この事業を企画したわけは？

いま子育て真つ最中の大人たち、そして幼い子どもたちに、

生の舞台を見てほしかったのです。それはとても楽しく、親子

のコミュニケーションにもつながる本当に秦敵な体験です。親

子で一緒に観る楽しみは子どもが小さいこの時期にしか味わ

えません。残念なことに、福井では、ここ数年の間に、子ども

が曳質の舞台芸術に触れる機会がとても少なくなってきてい

ます。曳い作品は幼い子どもでもちやんと観られるし、大人も

一緒に観て楽しい。「ねこのくにのおきや〈さま」は、まさに

私たちの思いにぴったりの作品でした。私たち、こんなに楽し

いお芝居を見つけちやったの、と福井のみんなに言いたくて

言いたくてたまらなくなって、取り組むことに決めました。お

芝居を観な〈ても生きていけるし子どもはちやんと育つ。でも

一緒に観て楽しんだほうが子育てすっと楽しいでしよ。みん

なで一緒に楽しんじやいましよ、ってね。

�実際に取り組んでみてどうでしたか？

なかなか大変でした。苦労したのは、会議をするにもメン

バーの時間がなかなか合わせられず、話し合いが不足しがち

だつたことです。また、当日までにいろいろこんな準備もして

おきたい、あれち用意したい、これもできたらいいなあ…アイ

デアはいっばい、思いもいっばいあって…。いろんな方に手伝っ

ていただいたりしましたが、とてもとても全部はできなくつて、

至らなし\点がいろし、ろあったと思います。
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ワークシヨップ
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ねこのくにのいをずら子猫はどん

なおもちやで遊ぶかな？ 7種類の手

作りおもちやをつくりました。
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お料理ねこ、美術ねこ, 音楽ねこ、

踊りねこ、の4つのチームに分かれ

て「ねこのくに」をつくりました。
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�当日は多くのお客様に足を運んで

いただくことができました。

はい。応援隊「プーサ」募集から6力月、

プーサも1,000人以上に広がりました。当

日も小さい子どもから学生やお年寄りまで

750人を超える人たちと一緒に「ねこのく

にのおきや〈さま」を観ることができまし

た。文化会館がいっばいになってとてもう

れしかったです。何より、みんながこの日

をとても楽しみにしていてくださっていた

その気持ちが当日の会場いっばいに広がっ

て、誰もがにこにこと和やかで楽しい空間

になつたことがとてもうれしかったです。

「今年のクリスマスは心に残るプレゼント

をuという私たちの思いが実現できまし

た。本当にありがとうございました。

やり終えて、やはり1年に1回くらいは、

子どもたちがこういう舞台を鑑賞すること

ができる福井であってほししぬと、より強く

思っています。舞台を見つめる子どもたち

の真剣な顔、歌を口ずさむ楽しそうな顔'・・.

子どもがいきいきと輝く瞬間に、大人も一

緒に立ち会えてうれしくなる。モんな、み

んなが幸せな時間をこれからもひとつずつ

積み重ねていきたいと思っています。次の

企画も楽しみにしていて〈ださい!

みんなを出迎えるカラ

フルオプジェ。

黒ねこが、いろんなとこ

ろにのっているんですよ。

ねこのくにの神殿。

みんな王様の梢子にす

わって記念撮影してい

,ました。 1
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ねこに変身コーナー。

ひげを書いてもらう

ときは、みんな少し

緊張気味です。

子どもたちのアイテ’

アでできた「プーサ

#当」の販売もありま

した。開演前にみん

なでいただきま̃す！
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役者さんたちの

お見送りで、最

後まで楽しい時

間でした。

県内では鑑賞機会の少ない演劇作品の上演、特に

子どもたちが楽しめる作品を取り上げ、子どもたちに

芸術文化への興味・関心を高めてもらいたいという目

的が一致し、今回、子どもいきいきプロジェクトとの

協働が実現しました。事前から当日に至るまで、プロ

ジェクトの人たちの熱心な運営姿勢(写真参照)にと

ても刺激されました。今回の取り組みは、市民団体に

よる企画運営をフオーラムのもつマネジメントノウハ

ウで支援するという、協働のモデルケースのひとつと

なり得たのではないかと思います。

@@
演劇は子どもにとつてどういう価値があるのか…子ども達には物語が必要

福井大学大学院教授松木健一

教育の目的は、人格の完成と社会の形成者の育成です。この両方にとって「物語る」

といろ認識方法が極めて重要な役割を果たしています。自分が自分であるといろ認識(ア

イデンティティ)の形成ば、自分に向かって自分の人生の物語を語れるようになると成

立しますしまた、社会規範の習得はそこに生きる人物の物語として理解されるからです。

子どちたちは演劇を鑑賞する中で、多<の物語を体酸します。き場人物になりきるこ

とで、社会のルールを身に着け、自分の生き方を形作コてい<のです。子どちたちには

上質な物語が必要です。また、それを提供できる社会でありたいちのです。

かと
9. 『音楽の力』 フルート奏者田賀優及子

音による時間芸術である「音楽j。

目に見えなし)形のなし)芸術がなぜ人の心を魅了し、深しI感動を与えるのか？

その答えがぼんやりと見え始めたのは最近である。

私は普段いろいろな所へ演奏に行かせていただいてし)る。’

レディスクリニック・総合病院.保育施設.パーテイ…など多<の機会をいただき、ひとりでち多<の方に音楽を届けたいとい

ろ想いで活動を行ってし)る。

先B、病院で誰ちが知る名曲を演奏したときの事。演奏が終わると患者様をはじめ病院のスタッフさんまでち号泣していた。

自分の演奏で誰かが泣<一といろ初めての体験だった。’

その時に"昔の楽しかったこと、良き思い出、いろんな事を思い出して感動しました。ありがとろ。"といろ言葉をいただいた。

そしてその体験で「他人(ひと)の想いに入る」その事こそが、人を感動させる『音楽の力』なのだ、と学ぶことができた。
目に見えない「音楽」を表現してい<道のりはとてつもな<長<、時には挫折しそうにもなり思い悩わ事もあるだろう。

けれど私は自分ができる形で音楽の素晴らしさを伝え続ける演奏家でありたいと強<想ろ。
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ふくり少年少女
,,音棄コェユテイジoレ2012

2012年11月11日旧)

福井市文化会館(ホール)

舞台は、専門家や何か特別な人のためだけのもので

はありません。県内には学校単位の合唱団や民間の合

唱団休、任意で音楽活動をしているサークルや少人数

のグループなどが多数あります。大きな舞台に立つ機

会の少ない子どもたちや、発表の場をなかなか持つこ

との出来ない団体にその機会を提供することもわたし

たちの大切な役割では？もっと多くの人にステーシに

立つ機会をつくってあげたい! �そのような思いで

この企画は始まりました。

m ■竣

仁愛女子短期大学子どちのための音楽教室

舞台いっばいに広がる子供たちの妻に、一気

に会場が温まります。

��
ゴプヘル"� KGCM-FUKUI KIDS

最年少は2歳！最年長ば12歳。得意気

に歌う姿に笑顔ほころぴました。
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ペチカ・ SETSUの会アンサンプル

実力派の調べが会場を魅了しました。
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福#市河合小学校ミュージッククラプ

メンパー唯一の男の子がピアノを弾くという場面

も見所でした。

ゲストステージ

男声合唱団ゴールデンェイジふ<い

平均年齢72歳！牡大な男声合唱はさすが圧春!
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全体合唱

「わたしのまち

とぎめきのまちj

福井市教育長(元は音

楽の先生)を指揮者に

招き、会場全体で合唱

しました。
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出演者の声

華日頃教室でやっているわらべうたを

外で発表するのは初めての経験でし

た。練習を重ねる每にみんなの気持

ちが高まっていき、それなりの苦労

もありましたがとても充実感に満ち

たものとなりました。

春このフェステイバルは、スタツフの

皆さんの熱い気持ちとサポートなし

では実現しなかったと思います。心

からお礼申し上げます！

♦違う団体と一緒に発表する機会をい

ただき、子どもたちが表現者として

成長していることを実感させていた

だきました。

春いろんな団体の発表を鑑賞すること

も少ないので良かったです。貴重な

機会をありがとうございました。

卷とても楽しく参加しました。いろいろ

な歌やバフオーマンスがあり、耳だ

けでなく目でも楽しむことができま

した。また参加したいと思いました。
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「みんなで舞台に立とラjを広げる会

障がいの有無に関わらず、みんなで舞台に立とう。彼らの表情がステージをほ〈照らします。

��■鶴 担当久保田裕美

礁めざせ、みんなで創る音楽祭

当フオーラムならではの音楽祭をプロデュースしたい！と、様々なジャンルの音楽活動

回体にアプローチしました。みんなで創ること、つまり「交流Jに重きをおき、出演団体

やスタツフとの打ち合わせを重ねました。様々な団体が関わるので、打合せにちリ八ーサ

ルにち、細かなスケジューリングが必要でした。出演者の要望にできるだけ応えたいと、

何度ちなんどち進行表やシーン図を作り直し、技術スタッフと打合せをしました。頭を悩

ませることちありましたが、いろいろな現場の声を聞<ことができとてち有意義な時間を

過ごすことが出来ました。

だ評価するのではな<、認め合えること

.様々なジヤンルの団体が一堂に会することで、お互し)の取り組みを知り、理解し、交流を

ちてたのではないかと思います。出演団体の代表の方から「上手い下手で評価するのではな

<s認め合えることが素晴らしいんだJという声を頂戴しました。本当にその通りですね。ど

んなに上手に歌つてち(バフオーマンスできてち)人を感動させるといろことはまた別物なの

だと、この事業を通して感じました。綺麗な歌声やメロディーはもちろんですが、何より、そ

の一生懸命取り組んでいる様々な表情やひた向きな姿にこそ、観ている者は心動かされるの

だと思いました。告知の方法や集客など課題はありますが、人と人が音楽を通じてつながり、

向上し合える音楽祭として発展させていきたいと思います。
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料け夕2B12 2012年9月21日(金)̃ 23日旧)

福井市中心市街地ェリアー帯
キサ

2年間のまちげきを振り返る まちげきプロジェクト委員利田耕一(副理事長)
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会場のひとつ

JR福#駅東口新幹線高架下

「まちげき」は、福井芸術'文化フオーラムが福井の中心市街地の店舗やフリースペー

ス、電車の中や屋外等を使って音楽、芝居、ダンスなどの様々なパフオーマンスを繰

り広げる事業です。一昨年と昨年の9月に行って様々な評価をいただいていますが、

見えてきた課題と今後の展望(希望)をまとめたいと思います。

ます2年間で行ったバフオーマンスの内容は、落語、音楽、タンス、和太鼓、芝居、人形劇、

バントマイム、クラウンショー、マジック、糸操りや、お面作り、遊仏糸操りなどのワー

クショップと、実にバラェテイに富んでいます。「まちげき」は、街なかを前記のような

舞台芸術で彩り魅力的な街にしていこうというのが主旨です。我ながら面白い企画であ

ると自負しているところですが、大量のチラシの配布や広報での宣伝にもかかわらす市

民に充分に浸透してし、るとは言し灘し頒実があります。

まずひとつは、お客さんの入りです。無料の企画にはそれなりのお客さんが集ま

りでした。「まちげき」が、中心市街地で行われている販わい創出のための他

の様々な企画と同列に見えてしまうのかもしれません。駅周辺で行われてい

る企画の「無料が当たり前」を打破できていません。

もうひとつは、公演場所の認知です。中心市街地の駅前から西武に至る道筋

には普段からそれなりの人が歩いていて皆知っていますが、一歩路地に入ると

バタツと人波が消えてしまい、そこにある公演場所はほとんどの人が知らない

という現実がありました。流れてくるお客さんを呼び込むのにも相当の苦労を

しなければなりませんでした。しかしこれは私たちの努力だけではどうにもな

らないものがあります。商店街の方々の普段の努力を切に望むものです。

さらに、気軽に舞台芸術を楽しんでもらおうという企画であるが故に、芸

術性の高いものであるという認知がされていないことです。もちろんそうい

う宣伝が足りないこともあります。舞台芸術を街なかでやるお祭りであるこ

とをもっと明確に打ち出す必要があります。

以上のような課題がありますが最も大きな課題は、資金とスタッフが十分

に足りないと言うことです。前者を克服するために今までは補助金の獲得を

してきました。3年目に当たる次年度は、補助金の獲得も含め資金調達はと

ても難しい課題です。後者のスタツフ不足は、これまでも多くのポランテイ

アの方々に手伝っていただいていますが、フオーラム単独で行う事業として

は集客や舞台の段取り、演者さんの接待など細かな作業をこなしていくには

荷が重い面があります。この資金不足とスタッフ不足を解消するために「ま

ちげき」の主旨を理解して一緒に取り組んでいただけるバートナーとなる団

体を採したいと思います。同じような思いで取り組んでいただけるところが

きっとあると、各方面に働きかけているところです。どういう形になるか未

定ですが、「まちげき」は継続したい事業のひとつです。

りますが、有料の企画はいすれも厳しい入

編集後記

■チケットの売れ具合は景気に大きく左右されます。そ

の意昧で我々は景気の良し悪しをしっかり休感してお

ります。今はまだまだ…。(K'M)

■高校卒業50年目で、3月初めには全員が現役生の卒

業式に招待されており、近くのホテルで開催の周年

バーテイではスピーカー(福井と大阪の関連を用意)

の指名も受けている。同期生には、山頭火のひとり芝

居の国内外公演等々で活躍の林田鉄君(四方館、林田

創作舞踊研究所、座‘ 9条)がおり、当会の事務局に

プレゼンしてもらったこともある。彼のこの面でも思

師にあたる、故‘神淳和夫先生(大学教授に転じられ、

ルドルフ・ラパンの翻訳書及び2冊の舞踏関係本を公

刊された。当会初代事務局長氏にお見せしたことあり)

にお会いできないのが寂しい。(H-Y)

■令年初めて「まちげき」に参加した。もっともっと多

くの人にこのイペントを知ってもらいたい。モして、

まちに溢れている「ェネルギー」をもっともっと共有

したい。熱中するものがあるうちは、青春なのだと思

う。(M-U)

福井芸術.文化フオーラムの活動を

広撞しています(2012年度法人賛助会員)

北陸労働金庫

財団法人福井県予防医学協会

ホテルリパーシュアケボノ

ェースイン福井

発行・お問い合わせ

・H�n� Npo法人

吸福井■・文化フォーラム
』ll_

花月註車場暑¦

東別院.

福井大仏■

I⑱福井市民福祉会館

憎摩

裁判所■

〒910-0019福井市春山2-7-1福井市文化会館内

TEL 0776-23-6905 FAX 0776-23-7905開所時間月～金10:00̃18:00/土日祝休

E-mail geibun@geibun.info ◎公演.催し物の最新情報はwebでチェックhttp://geibun.info/

■福井芸術・文化フオーラムはどなたでも参加できる市民の団体です。

■ご意見.ご感想.ご要望など、メールまたはFAXでフオーラムまでお気軽にお寄せください。
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